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成果と課題の検証 

 

これまで、各学校で取り組んできたコミュニティ・スクールの実践について、全教職員

や学校運営協議会委員等で成果を共有するとともに、今後、重点的に取り組むべき事項を

明らかにすることで、今まで以上に、より充実した学校運営、子どもの生きる力の育成に

つなげていくことが重要です。 

 

１ 成果指標例  

 

 

 

□ 学校の課題や成果を公表し、保護者や地域住民の理解や承認を得ている。 

□ 学校課題の解決に向けた取組に対して保護者や地域の協力を得られている。 

□ 学校運営協議会による学校関係者評価に基づき、教育活動を見直している。 

□ 保護者や地域からの苦情が減っている。 

□ 学校運営協議会が授業改善に関わることで人材育成が図られ、児童生徒の 

学力向上につながっている。 

□ 学校での取組が学校運営協議会で価値付けられ、地域に発信されている。 

 

 

 

 

□ 保護者や地域住民がボランティアで積極的に学校に関わっている。 

□ 地域住民の学校に対する見方が好意的・協力的になっている。 

□ 多くの方の協力により学校の施設や環境が整備されている。 

□ いじめ・不登校・暴力等生徒指導の課題が改善している。 

□ 児童生徒の学習や教育活動に対する意欲が高まっている。 

□ 教職員が子どもと向き合う時間が増えている。 
 

 

 

 

□ コミュニティ・ルーム等が開設され、大人の集いの場が確保されている。 

□ 学校での「大人の学び」が充実してきている。 

□ 保護者や地域住民が、学校に来るのが楽しいと感じている。 

□ 学校行事に保護者や地域住民が積極的に参加している。 

□ 地域行事に教職員や児童生徒が積極的に参加している。 

□ 学校の取組が、地域の活性化につながってきている。 

 

 

学校運営 

学校支援 

地域貢献 
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２ 平成２７年度の成果 

    学校運営の充実や学校教育の質の向上をめざして、学校と家庭・地域が協議を重 

ねることにより、相互の結びつきが強まってきました。 

また、学校を開くことで、地域の学校への理解・協力が進み、学校支援が充実す 

   るとともに学校の地域貢献も積極的に行われ、多くの学校で地域住民の来校者数が 

増加しました。 

さらに、児童生徒が地域とのつながりを感じる機会が増え、地域に誇りと愛着を 

もつようになるとともに、自ら地域に貢献しようという意識の高まりが見られるよ 

うになってきました。 

 

３ 今後の取組 

平成２８年度の早期に、県内全ての市町立小・中学校がコミュニティ・スクールに

指定される予定であり、今後は取組内容の一層の充実を図っていく必要があります。 

そのため、全県的な推進体制を強化するための協議会を開催するとともに、推進の

核となる山口ＣＳコンダクターの配置を１３市から全市町（１９市町）に拡充します。 

また、教職員や地域住民を対象とした研修の充実や、「やまぐち型地域連携教育」

の取組の好事例の普及・啓発を図っていきます。 

さらに、県立学校へのコミュニティ・スクールの導入を進めていきたいと考えてい

ます。 

 

４ 平成２８年度の主な取組  
 

○ 全県的な推進体制の強化 
・「山口県コミュニティ・スクール推進協議会」の開催 
（対象:１９市町代表､有識者､小中校長会長等 開催:２回） 

・コミュニティ・スクール・地域協育ネット担当者及び山口ＣＳコンダクター 
 合同会議の開催（年３回） 

○ 推進の核となる人材の配置 
・山口ＣＳコンダクターの配置を拡充（兼務を含め全市町に配置：１５名） 
・統括コンダクターの設置（兼務：２名） 

○ 教職員や地域住民を対象とした研修の充実及び連携の促進 
・「やまぐちコミュニティ・スクール推進フェスティバル」の開催 
（対象：地域住民、保護者、教職員、全国ＣＳ関係者等 開催：１２月） 

・「やまぐち地域連携教育の集い」の県内７地域での開催 
（対象：地域住民、保護者、教職員等 開催：８月～１１月） 

○ 活動充実に向けた普及・啓発 
・「やまぐち型地域連携教育」ＰＲ用ＤＶＤを作成し、県内外に配付 
・「やまぐち型地域連携教育」実践事例集を作成し、県内外に配付 
・住民意識調査の実施 

○ 県立学校へのコミュニティ・スクールの導入 
・県立高校３校（周防大島高校、美祢青嶺高校、大津緑洋高校）への導入 
・総合支援学校２校（宇部総合支援学校、下関総合支援学校）への導入 
・総合支援学校へのコミュニティ・スクール導入に向けた、「地域とともにある 
学校づくり推進事業」等の実施 
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